
弘前大学医学部附属病院で診療を受けられた皆様へ 

 

研究機関名： 弘前大学医学部附属病院 

研究責任者： 中川 潤一 

 

当院では患者さんの試料・情報を利用させていただき、下記の臨床研究を弘前大学大学院

医学研究科倫理委員会の承認ならびに研究機関の長の許可のもと、倫理指針および法令を

遵守して実施します。 

 本研究への協力を望まれない患者さんは、下記連絡先までお申し出くださいますようお

願いいたします。 

 

臨床研究名称 薬物血中濃度測定および薬物応答性遺伝子多型解析の院内検査体制整

備と個別化医療に活用するためのデータベース構築 

研究の目的 

 診療の一環として得られる薬物血中濃度や薬物応答性遺伝子多型の検査結果を適切に

研究資源化し、薬物治療の有効性・安全性の科学的根拠を強化することで、個別化医療の

推進に役立てることを目的としています。 

 

研究実施期間 

  

実施許可日 ～ 2035 年 3 月 31 日 

対象となる方 研究の実施許可日～2035 年 3 月 31 日までに診療の一環として、診療

報酬算定対象外の薬物血中濃度測定または薬物応答性遺伝子多型解析

を受けられた患者さん。 

利用させていただきたい試料・情報について 

本研究では、院内で薬物の血中濃度測定や薬物応答性遺伝子多型解析を診療の一環と

して迅速に行える検査体制を整備します。そのうえで、当院のカルテに記録されている薬

物血中濃度や薬物応答性遺伝子多型の検査結果、年齢・性別・体重・臨床検査値などの情

報を、本研究のために利用します。診療のために記録された情報のみを使い、新たな採血

や検査はありません。これらの情報を解析することで、薬の効果や副作用の現れ方に影響

する要因を明らかにし、将来的に患者さん一人ひとりにより適した薬の選び方や投与方

法を提案できるようにすることを目指します。 

外部への試料・情報の提供 

 ございません。 

本研究課題について，より詳細な内容をお知りになりたい場合は下記へご連絡ください。

患者さん／その代理人の方から，試料・情報の利用停止を求める申し出があった場合は，当

該患者さんの試料・情報については対象から除外します。ただし，連絡いただいた時点で既

に研究成果公表済の場合は，該当者のデータのみを削除する等の対応は出来かねますので，

ご了承願います。 

本件連絡先 

所 属：弘前大学医学部附属病院 薬剤部/臨床研究推進センター 

氏 名：中川 潤一 

連絡先：0172－33－5111（内線：4980）、jnakaga@hirosaki-u.ac.jp> 



 


